
平成28年度　米沢市上杉博物館　展覧会スケジュール＜予定＞ 20160224現在

※※①特別展「上杉景勝」と④特別展「伊達氏と上杉氏」は常設展と特別展の一体型料金となります。

※展覧会名称は変更になる場合があります。

券種 企画展 常設展セット

一般

高大

小中

前期　6/25(土)～7/18(月祝) 一般 410（320） 620（490）

後期　7/23(土)～8/21(日) 　7/27 高大 300（240） 400（320）

※7/19-22は常設のみ 小中 200（160） 250（200）

一般 410（320） 620（490）

- 高大 300（240） 400（320）

小中 200（160） 250（200）

　
10/26 一般

　
11/24 高大

小中

一般 200（160） 410（320）

高大 100（80） 200（160）

小中 50（40） 100（80）

一般 200（160） 410（320）

高大 100（80） 200（160）

小中 50（40） 100（80）

常設展のみ料金 一般 410（320） （　）は20名以上の団体料金です。

高大 200（150）

小中 100（60）

会期 休館日 展覧会名

特別展「米沢中納言　上杉景勝」

4月16日(土)～5月15日（日）　　国宝「上杉本洛中洛外図屏風」原本展示（企画展示室）
4/16(土)～5/15（日）「徒然草図屏風」県指定文化財指定のお披露目展示（上杉文華館）

料金

1

前期　4/16(土）～5/15(日)
後期　5/21(土)～6/19(日)
※5/16-20は常展のみ

 5/25 初代米沢藩主上杉景勝と中央政権（豊臣政権・江戸幕府）との関係を中
心に紹介。前回から１０年間の研究の進展をとりこんだ最新の景勝像の
提示を目指す。※２９年度の戦国時代展開催に伴う繰り上げ。謙信資料
のかぶりを解消するため。

400（320）

250（200）

米沢市出身の洋画家　椿貞雄の生誕120年を記念した展覧会。生涯の師であり
同志であった岸田劉生との出会いからイーゼルを並べた制作活動、家族ぐるみ
の付き合いや白樺との関係などから椿と劉生の芸術思想や、椿にとっての劉生
の存在意義について考えるとともに、二人が追い続けた「日本人の油絵」を椿が
成就していく過程をたどります。本展では、椿と劉生の草土社時代の作品や周
辺資料を含め前・後期合わせて約２００点を展示します。

620（490）

2
企画展
「生誕120年椿貞雄展　‐椿貞雄と岸田劉生
‐」

3 8/29(月)～9/24(土)
企画展
「時間旅行展　TIME! TIME! TIME!」

4

前期10/1(土)～10/30(日)
後期11/3(木祝)～11/27(日)
※10/31～11/2は常展のみ

特別展「伊達氏と上杉氏」（仮）

5 12/10(土)～2017年2/12(日)

12/26
-31、
毎週
月（祝
日の
場合
翌日）

6 2/18(土)-3/26(日)

毎週
月（祝
日の
場合
翌日）

コレクション展
「上杉鷹山と学びの時代」(仮)

上杉博物館アートコレクション
「大正期の米沢の美術」（仮）

※展覧会名、会期、休館日、料金は平成28年1月現在の予定です。

香坂茂吉、志賀三郎の作品が新たにコレクションに加わったことから、
七渉会の作品を中心に、大正期の米沢ゆかりの絵画を展示し、当時の
美術界の様子を紹介する。

平成25、26年度の上杉文華館に基づき、国宝「上杉家文書」、上杉文書
を中心に、上杉鷹山の政策や学問などを紹介。

伊達氏と関係を明らかにする方向で上杉以前の米沢の歴史を紹介。400（320）

10月1日（土）～10月14日（金）　国宝「上杉本洛中洛外図屏風」原本展示 250（200）

日本科学未来館の巡回企画。科学的にとらえた多様な「時間」の世界を
旅していくというコンセプトで、人間が発明した「時計」という時間を計る
技術から離れて、宇宙、地球、生命、物質などに存在する「時間」をメ
ディアアートなど多様な手法を駆使して紹介する参加体験型の展示。

620（490）

※

※

※

※

2016/2/24


